
ICTを活用した取り組み

令和４年１１月２６日
南区 桜学区連絡協議会



桜学区の紹介

• 南区の北東
部に位置

• 大部分は笠

寺台地と呼ば
れる高台

• 東側の天白
川沿いが低地

天白川

面積:0.701㎢
世帯数:3,075世帯 人口:6,647人 (R4.9.1現在)



ICTを活用した取り組みの工程表



昨年１０月より以下の項目の実施について検討し活動を

進めました。

１．ICT事業推進者の選出 ⇒ ICTリーダー選出

２．効率的な情報伝達 ⇒ マ・メールを活用

３．会議のオンライン化 ⇒ ZOOMを活用

４．回覧板の電子化 ⇒ Gドライブを活用

５．ホームページの活用 ⇒ 学区ブログを利用

活動の概要



• 住民に学区活動に参加してもらいたい

• 町内会の会員を増やしたい

学区活動の内容が良く分かる情報を
広く発信していくことが重要！

始めた理由



１．ICT事業推進者の選出

現桜コミセン 藤井 幸一 館長
過去の地域活動履歴

・寺崎町公民会長

・桜消防団員

・民生児童委員

・桜コミセン館長を歴任 特に館長時にコミセンへWI-FI
設備の導入とパソコンサロンを

開設しIT化の普及に努めた。

学区定例会議において
ITと地域活動経験が豊富で、

ICTリーダーとして活動できる人材を選出。



学区副会⾧

ICTリーダー

自治会⾧ 自治会⾧

自治会⾧

学区会⾧

学区副会⾧

＜ICT委員会＞



２．効率的な情報伝達

一斉配信システム マ・メールの活用

・ガラケー・スマホ・タブレット・パソコンのどれで
も受信可能。→デバイスの差別化はしない！

・開封が確認できる →管理者がメールの受信
状況を把握できる

・開封していない人のフォローが出来る
→電話等で連絡し閲覧を促す！

・スマホ等のデバイスを持たない人へフォロー
→電話等で必ず連絡する！



一斉配信SYSマメールの開封確認

左図の開封状況は
分かりやすく、未開
封者へフォローが容
易にできる。



３．会議のオンライン化

（ZOOMを活用）



会議のオンライン化で考慮した点

・事前アンケートを実施しICT環境を把握。
→経験・デバイスの有無で対応検討！

・ZOOMアプリダウンロード方法を周知する。
→オンライン会議に参加・ウイルス感染の

防止！



会議のオンライン化で考慮した点

・ZOOMマニュアルの作成。（PC/スマホ/タブレット）
→操作手順の早期習得のため！

・ZOOM会議前の予行演習の実施。
→入退室・マイクON/OFF等必須事項の

フォロー！
高齢者の為、教室の様に一斉にできず
少人数に（２～３名）分けて実施が必要。



ICTの活用（ZOOM）による
学区定例会の必要設備

WI-FI環境（インターネット接続のため）
・パソコン（ｶﾒﾗ付き）⇒推奨
・タブレット
・スマホ

必要ツール

・ZOOM（オンライン会議アプリ）

うち１つ必要
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桜学区委員の事前ICT環境アンケート



ZOOM利用の予行演習

・学区定例会議をオンライン会議で実施する為、
Zoom未経験者へ以下の様に利用法を指導。

・藤井ICTリーダーが5月定例会議までに下記日程で
ZOOM講習会を4回開催。

第1回 4月22日（金）PM8:00 ～8：30の間で出席
第2回 4月29日（金）PM8:00 ～8：30の間で出席
第3回 5月 6日 （金）PM8:00 ～8：30の間で出席
第4回 5月 9日 （月）PM8:00 ～8：30の間で出席

・5月10日定例会でオンライン会議を実施。
（未体験者はコミセンで対面会議を同時開催する）



5月学区定例会での
オンライン会議実施要領

・開催詳細要領はマメールにより事前周知。

・会議配布資料は、事前にコミセンへ用意。

（公民会・団体長用収容ＢＯＸを設置）

・配布準備完了をマメールにより周知。

・資料は都合のいい日にコミセンで受領。
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令和4年 5月学区オンライン定例会議

経験者は自宅から、未経験者はコミセンへ来館し参加



寺崎町公民会の電子回覧板システム

寺崎町公民会

学区回覧板作
成統括者

マメール
管理者

Gドライブ

電子回覧板原稿
として紙データ提
出

電子回覧板は個人
名宛で各世帯へ
メール配信

紙と電子回覧板を
各世帯へ回す

PDFデータ

スマホに電子回覧板

回覧板

紙回覧板

４．回覧板の電子化



回覧板の電子化 （Gドライブの活用）

スマホで表示する回覧板



電子回覧板の導入で考慮した点

・町内会全世帯への電子回覧板導入を周知。

→ 紙回覧板も従来通り回覧する！

・電子回覧板メール登録マニュアルの作成。
→登録方法を明確化！



回覧板がスマホ・

パソコンでも見えます！

毎月メールでお知らせ !
（紙の回覧板は従来通り回覧されます）

手続きはメール登録のみです！

（お互いのアドレスは知られることはありません）

登録はウラ面をご覧ください！

〇〇公民会 会長 〇〇 〇〇



電子回覧板ご登録のお願い

桜学区では、現在ＩＣＴ（情報通信技術）導入
に取り組んでいます。

その一つとして回覧板の電子化があります。

今回、寺崎町公民会がモニターとなり8月の
回覧板より実施する予定です。

寺崎町の皆様のご協力をお願い致します。



桜学区電子回覧板の登録マニュアル



５．学区情報ブログの活用

• 町内会の未加入世帯や幅広い年代に
学区の福祉・スポーツ・文化・防災等の
活動を紹介し、町内会へ加入・継続頂く
為の広報手段。

• 広報誌の発行やホームページでは、発
行ピッチが長く、編集委員や印刷代など
経費が掛かる。



５．学区情報ブログの活用(続)

• ブログは作成が手軽で発行ピッチを短縮
でき、タイムリーに行事・出来事を伝える
ことが出来る。

• ブログはホームページよりファイル構造が
簡素なため作成が容易で、スマホで閲覧
も容易。



パソコンによる学区情報ブログ
（ホームページ）の検索・閲覧方法

パソコンインターネット検索画面から桜学区連絡協議会と入力し検索。

ブログ記事
を探す方法

①最新記事から
10件前までは
画面左の記事
名を左クリック。

②ジャンルから
探す場合は
カ テゴリ名を
左クリック。



スマホによる学区情報ブログ
（ホームページ）の検索・閲覧方法



取り組んでみて

この活動を始めるに際し、昭和の時代の流
れをこの先も継承して良いかに気付くことが
出来ました。

学区役員間で話し合った結果、継承すべき
事項と時代の流れにより改善すべき事項が
選択でき、改善すべき事項について出来る
ことから変えて行こうと方針を決定しました。



取り組んでみて(続)

幸いにコミセンのデジタル資料作成につい
ては一部が実施出来ていたことと、コミセン
運営委員会を学区連絡協議会組織に組入
れたことにより、館長のＩＴ技術を学区が活用
することが出来ました。

また学区の役員間や委員さん達と議論す
ることで視野が広がり、今後の学区運営効
率が向上すると感じます。



発 表 終 了

ご聴講ありがとうございました。


